
3
月
12
日
（
木
）

春
闘
要
求
実
現
に
向

け
た
全
国
統
一
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

静
岡
市
で
は
７
時

30
分
よ
り
静
岡
駅
地

下
道
で
春
闘
チ
ラ
シ

を

配

布

し

な

が

ら

「
11
日
の
集
中
回
答

日
に
、
大
手
大
企
業

で
は
ベ
ア
な
し
回
答
・
低
額
回

答
が
出
さ
れ
た
。
い
ま
こ
そ
溜

め
込
ん
だ
４
４
９
兆
円
の
内
部

留
保
を
社
会
に
還
元
し
、
労
働

者
の
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、

格
差
を
是
正
す
べ
き
だ
」
と
出

勤
途
上
の
人
た
ち
に
訴
え
ま
し

た
。浜

松
で
は
11
日
に
浜
松
駅

前
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

ゼ
ロ
回
答
に

ス
ト
ラ
イ
キ
で
た
た
か
う

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
労
組

静
岡
支
部
は
、
回
答
指
定
日
の

翌
日
（
12
日
）
8
時
過
ぎ
か

ら
静
岡
市
御
幸
町
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

電
電
ビ
ル
の
前
で
、
ゼ
ロ
回
答

に
対
し
て
抗
議
の
1
時
間
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま

し
た
。

静
岡
支
部
の
榊
原
委

員
長
は
「
私
た
ち
の
要

求
、
月
額
2
万
９
０
０

０
円
、
非
正
規
は
時
給

２
５
０
円
に
対
し
、
昨

日
の
回
答
は
ゼ
ロ
、
経

営
者
は
不
誠
実
だ
。
社

会
的
責
任
を
自
覚
す
べ

き
だ
」
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
内

部
留
保
が
10
兆
３
２
１

３
億
円
も
あ
る
。
こ
の

内
部
留
保
の
3.
56
％
取
り
崩

す
だ
け
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働
く
労
働

者
の
賃
上
げ
は
可
能
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
県
評
は

じ
め
静
岡
地
区
労
連
の
仲
間
が

激
励
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

春
闘
交
渉
に
つ
い
て

３
月
中
の
交
渉
予
定
が
先

送
り
に
な
っ
た
。
交
渉
拒
否
は

無
い
。
提
出
し
て
い
な
い
の
で

交
渉
は
行
っ
て
い
な
い
。

影
響
、
業
務
の
縮
小
は

輸
送
業
に
お
い
て
も
物
流

量
が
減
少
。
経
費
削
減
の
た
め

減
便
等
の
業
務
縮
小
。
卒
園
式

の
縮
小
。
卒
業
式
、
終
業
式
、

離
任
式
な
ど
取
り
や
め
。
営
業

収
入
が
4
～
5
割
減
。

感
染
防
止
の
た
め
の

業
務
上
の
対
策

マ
ス
ク
の
支
給
。
こ
ま
め

に
換
気
。
健
康
観
察
と
手
洗
い

の
徹
底
。
タ
ク
シ
ー
車
内
に
消

毒
薬
の
配
備
と
毎
日
の
清
掃
で

消
毒
。
出
勤
時
の
体
温
測
定
。

37
.5
度
以
上
の
者
は
勤
務
不

可
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
を
活
用
。
研
修
、
会

議
等
、
出
張
扱
い
の
も
の
は
、

中
止
ま
た
は
延
期
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
つ
い
て
の

要
請
書
を
提
出
し
た
か

半
数
が
提
出
。

全
教
静
岡
は
3
月
1
日
に

県
教
育
長
に
対
し
、
休
校
中
の

非
常
勤
職
員
の
勤
務
や
休
業
補

償
を
行
う
こ
と
。
子
ど
も
に
と
っ

て
最
善
の
措
置
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
卒
業
式
や
入
試
な

ど
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す

る
こ
と
。
等
要
請
。

感
染
拡
大
で
国
民
の
経
済

的
損
失
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
国
民
・
事
業
者
・
労

働
者
へ
の
自
己
防
衛
を
呼
び
掛

け
る
だ
け
で
な
く
、
予
防
と
雇

用
・
景
気
に
つ
い
て
積
極
的
な

対
策
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で

す
。
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静岡県労働組合評議会
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TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973
Eﾒｰﾙ kenpyo@mail.wbs.ne.jp

〔１〕

県評しずおか

て
し
ま
っ
た
の
で
困
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
さ
し
あ
た
っ
て

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

休
暇
の
助
成
金
制
度
を
紹
介
し
、

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
会
社

と
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
し

た
。
し
か
し
半
日
年
休
や
時
間

単
位
年
休
が
助
成
金
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
が
不
明
だ
っ
た

た
め
、
静
岡
労
働
局
に
問
い
合

溜
め
込
ん
だ
４
４
９
兆
円
の

内
部
留
保
を
社
会
に
還
元
を

春闘統一行動

ゼロ回答に対して抗議のシュプレヒコールを上げる組合員と支援の仲間＝12日

賃
上
げ
速
報

４
月
10
日
現
在

3
月

9
日

（
月
）
全
労
連

の
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
が
全

国
一
斉
に
行
わ

れ
、
静
岡
県
評

と
西
部
地
区
労

連
の
事
務
所
で

相
談
員
が
対
応

し
ま
し
た
。
県

内
全
体
で
9
件

の
相
談
が
あ
り
、

そ
の
中
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
関
連
の
相
談

事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

派
遣
社
員
と

し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い

た
女
性
か
ら
の
相
談
で
す
。
小

学
生
の
子
供
が
い
て
、
学
校
が

休
校
に
な
っ
て
し
ま
い
、
子
供

の
面
倒
を
見
る
た
め
に
、
会
社

と
相
談
し
て
半
日
勤
務
に
な
り

ま
し
た
。
収
入
が
半
分
に
な
っ

わ
せ
し
ま
し
た
。
労
働
局
の
回

答
は
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
が
、
政
府
と
し
て
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
は
、
申
請
を
受

け
付
け
る
部
署
も
未
定
で
、
申

請
用
紙
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
政
府
の
あ

ま
り
に
も
遅
い
対
応
が
、
労
働

者
の
生
活
や
収
入
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し

た
。

（
そ
の
後
、

3
月
11
日
に

厚
労
省
が
半

日
年
休
や
時

間
単
位
年
休

も
助
成
金
の

対
象
と
な
る

こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
）
。

新型コロナで収入減
全国一斉労働相談ホットライン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

今こそ賃金を上げ景気の回復をと訴える
青池自治労連書記長＝１２日

昨
年
末
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
感
染
拡
大

の
影
響
が
、
労
働
現
場
や
生
活
に
広
が
り
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
職
場

に
ど
の
よ
う
に
出
て
い
る
か
県
評
は
調
査
を
し
ま
し
た
。

今
後
の
会
議
・

行
事
に
つ
い
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
の
感
染
状
況
の

変
化
と
そ
れ
に
伴
う
社

会
的
条
件
に
よ
り
、
行

事
等
を
延
期
・
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

のご予約・お問い合わせは
一財）国鉄労働会館静岡地方部へ

TEL 054（285）4426 FAX 054（283）6835

★ 静岡駅南口から徒歩1分
定員14名 ・ 30名（各1室）

少人数の打合わせ・会議・講習会におすすめです

■ 労使トラブル・解雇・賃金不払い・セクハラ
パワハラ・借金問題・教育問題など、受付けます。
■ 労働弁護士の紹介もいたします。

〇 受 付 国鉄労働会館静岡地方部
☎ 054（285）4426

〇 相談場所 静岡合同法律事務所
〇 相談員 阿部浩基弁護士

相
談
日
・
相
談
時
間
は

双
方
の
ご
都
合
に
よ
り

対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す

相談に応える相談員＝3日、県評会議室
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４月から中小企業にも
「時間外労働の上限規制」適用

大企業では既に2019年4月より義務化されている「時間外労働の上限規制」

が、中小企業にも適用されることになります。（一部業種適用外あり）

法
律
で
定
め
ら
れ
た
法
定
労

働
時
間
の
1
日
8
時
間
・
週
40

時
間
の
範
囲
を
超
え
る
場
合
に

は
、
36
協
定
の
締
結
が
必
要
。

さ
ら
に
、
36
協
定
を
結
ん
で
い

て
も
時
間
外
労
働
の
上
限
は
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
ま
で
、

こ
れ
を
超
え
た
場
合
に
は
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
的
な
特
別
の
事

情
が
あ
り
、
特
別
条
項
付
き
の

36
協
定
を
結
ぶ
場
合
で
も
、
超

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
上
限
が

次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
年
７
２
０
時
間
以
内

●
1
年
を
通
し
て
常
に
時
間
外

労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
に
つ

い
て
、
「
2
か
月
平
均
」
「
3

か
月
平
均
」
「
4
か
月
平
均
」

「
5
か
月
平
均
」
「
6
か
月
平

均
」
が
全
て
1
月
当
た
り
80
時

間
以
内

●
月
１
０
０
時
間
未
満
（
休
日

労
働
を
含
む
）

●
月
45
時
間
の
原
則
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
「
年
間
６

か
月
」
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
限
規
制
に
よ
る
罰
則

守
ら
な
け
れ
ば
、
使
用
者
へ

の
罰
則
は
、
6
か
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
企
業
に
お
い
て
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員

等
へ
の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

適
用
が
２
０
２
０
年
4
月
か
ら

開
始
さ
れ
、
中
小
企
業
に
お
い

て
は
２
０
２
１
年
4
月
か
ら
の

対
応
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
派
遣
労
働
者
へ
の

待
遇
改
善
措
置
の
義
務
化
は
、

会
社
規
模
を
問
わ
ず
全
て
の
企

業
で
２
０
２
０
年
4
月
の
施
行

と
な
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
36
協
定
で
定
め
た
「
1
日
」
の
時

間
外
労
働
の
限
度
を
超
え
な
い
よ
う

注
意
。

②
「
1
か
月
」
「
1
年
」
の
時
間
外

労
働
の
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
注
意
。

③
休
日
労
働
の
回
数
・
時
間
が
、
36

協
定
で
定
め
た
回
数
・
時
間
を
超
え

な
い
こ
と
。

④
月
の
時
間
外
労
働
が
限
度
時
間
を

超
え
た
回
数
（
＝
特
別
条
項
の
回
数
）

の
年
度
の
累
計
回
数
を
把
握
し
、
36

協
定
で
定
め
た
回
数
を
超
え
な
い
よ

う
注
意
。

⑤
月
の
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
が
、
毎
月
１
０
０
時
間
以
上
に

な
ら
な
い
こ
と
。

⑥
月
の
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
が
、
1
月
当
た
り
80
時
間
を
超

え
な
い
こ
と
。

前
回
の
ニ
ュ
ー
ス
で
労

災
に
適
用
さ
れ
る
平
均
賃

金
に
つ
い
て
、
静
岡
労
働

局
の
決
定
を
厚
労
大
臣
へ

の
審
査
請
求
で
覆
し
た
件

を
報
告
し
ま
し
た
が
、
も

う
一
つ
平
均
賃
金
決
定
が

覆
り
ま
し
た
。
令
和
2
年

3
月
9
日
付
け
で
、
行
政

不
服
審
査
会
が
厚
労
大
臣

の
処
分
が
妥
当
で
な
い
と

の
答
申
を
し
ま
し
た
。

今
回
も
石
綿
に
よ
る
疾

病
の
事
案
で
す
。
平
成
15

年
4
月
が
離
職
年
月
日
で

す
が
、
平
均
賃
金
の
資
料

が
な
い
為
、
本
人
が
平
均

賃
金
決
定
申
請
を
し
て
、

労
働
局
が
平
均
賃
金
を
定

め
ま
し
た
。
事
業
所
は
既

に
廃
業
し
、
離
職
時
の
賃

金
台
帳
な
ど
も
廃
棄
さ
れ

て
お
り
、
や
む
を
得
な
い

決
定
に
見
え
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
額
は
、
離
職
時

に
実
際
に
支
給
さ
れ
て
い

た
賃
金
よ
り
大
変
低
い
も

の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

「
平
成
15
年
度
市
民
税
・

県
民
税
納
税
通
知
書
」

（
平
成
14
年
度
の
給
与
総

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）

が
み
つ
か
り
、
当
時
の
賃

金
が
推
定
で
き
る
か
ら
そ

れ
を
基
礎
に
し
て
平
均
賃

金
を
再
計
算
す
べ
き
だ
と

し
て
厚
労
大
臣
に
審
査
請

求
し
た
の
で
す
（
平
成
29

年
6
月
申
請
）
。

労
働
局
は
「
平
均
賃
金

は
離
職
前
3
か
月
間
の
賃

金
が
基
礎
。
納
税
通
知
書

は
平
成
14
年
12
月
ま
で
の

も
の
で
あ
り
、
ま
た
納
税

通
知
に
は
一
時
金
を
含
ま

な
い
か
明
確
で
な
い
か
ら
、

使
え
な
い
資
料
で
あ
る
」

と
主
張
し
ま
し
た
。
言

い
ぶ
り
は
全
く
お
話
に

な
ら
な
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。

行
政
不
服
審
査
会
は
、

①
最
初
に
、
厚
労
大
臣
が

不
服
審
査
会
に
諮
問
し
た

の
が
申
請
か
ら
2
年
2
ヶ

月
も
か
か
っ
て
お
り
、
行

政
不
服
審
査
法
の
「
簡
易

迅
速
な
手
続
き
」
の
趣
旨

に
反
し
違
法
と
し
ま
し
た
。

次
に
処
分
自
体
の
適
法
性

に
つ
い
て
、
②
確
か
に
平

成
15
年
4
月
前
3
か
月
の

賃
金
は
わ
か
ら
な
い
が
、

「
隣
接
す
る
期
間
」
の
賃

金
額
が
明
確
に
わ
か
る
資

料
が
あ
れ
ば
推
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
一
時

金
に
つ
い
て
は
本
人
に
聞

く
な
ど
の
調
査
を
す
れ
ば

概
略
は
わ
か
る
は
ず
。
よ
っ

て
厚
労
大
臣
の
処
分
は
取

り
消
す
、
と
判
断
し
ま
し

た
。

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.70

再
び
低
額
平
均
賃
金
決
定
が
覆
る

「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
２
０
２
０
年
4

月
施
行
（
中
小
企
業
は

21
年
度
か
ら
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
景
気
と
雇
用

情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
「
仕
事
が
全
く
な
い
」

「
廃
業
を
考
え
て
い
る
」
と
、

深
刻
な
事
態
も
起
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
費
税

10
％

増
税
と
ダ
ブ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、

日
本
経
済
が
土
台
か
ら
揺
ら

い
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
感
染
症
の
拡
大

防
止
と
、
暮
ら
し
と
経
済
も

守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早

期
に
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会

と
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
事
業
も
雇
用
も
守
り
ぬ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

静
岡
県
評
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
う
感
染
症
拡
大
防
止
と

安
全
・
安
心
の
確
立
、
仕
事

と
生
活
を
守
る
た
め
に
」
と

談
話
を
、
3
月
26
日
表
明
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
に
基
づ
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

防
止
、
労
働
者
の
雇
用
と
生

活
補
償
、
中
小
企
業
支
援
に

つ
い
て
、
県
と
労
働
局
に
要

請
・
懇
談
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
談
話
を
発
表

春
の
セ
ミ
ナ
ー

静
岡
県
労
働
研
究
所

No.60

日
本
18
％
（
２
０
１
２
年
）
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
無
年
金
者
に

最
低
限
の
生
活
費
が
保
障
さ
れ

る
制
度
や
、
低
所
得
者
や
高
齢

者
、
障
害
者
等
に
医
療
費
を
援

助
す
る
制
度
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
下
流
老
人
が
頼

れ
る
の
は
生
活
保
護
だ
け
で
す

が
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
須
部
友
康
氏
（
全
教
静
岡
委

員
長
）

「
教
職
員
の
実
態
と
１
年
間
の

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て
」

「
給
特
法
（
公
立
の
義
務
教
育

諸
学
校
の
教
職
員
の
給
与
等
に

３
月
20
日
、
西
部
地
区
労
連

に
お
い
て
「
春
の
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
３
名
が
報
告
し

ま
し
た
。

①
中
山
竜
児
氏
（
社
労
士
）

「
社
労
士
か
ら
提
言

日
本
の

社
会
保
障
制
度
見
直
し
の
必
要

性
―
朝
日
新
書
『
日
本
よ
り
幸

せ
な
ア
メ
リ
カ
の
下
流
老
人
』

を
読
ん
で
」

ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
制
度

が
思
い
の
ほ
か
充
実
し
て
い
る

こ
と
、
日
本
の
制
度
が
不
十
分

な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
貧
困
率
は
ア
メ
リ
カ

10
％
（
２
０
１
４
年
）
に
対
し
、

関
す
る
特
別
措
置
法
）
」
一
部

改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
県
・
政

令
市
・
職
場
で
の
た
た
か
い
に

移
り
ま
し
た
。
「
働
き
方
改
革
」

の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
が
、
「
1
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
」
を
導
入
し
て
も

教
職
員
の
長
時
間
労
働
は
解
消

し
ま
せ
ん
。
3
年
後
に
国
が
実

態
調
査
を
や
る
た
め
に
見
か
け

上
、
超
過
勤
務
を
減
ら
す
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
職
員

の
大
変
な
働
か
さ
れ
方
は
、
子

ど
も
た
ち
に
影
響
し
教
育
条
件

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
県
・
政
令

市
の
条
例
化
を
許
さ
ず
、
学
校

に
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
を
導
入
さ
せ
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

③
堀
田
有
朋
子
氏
（
県
医
労
連

委
員
長
）

「
職
場
の
状
況
と
病
院
の
再
編
・

統
合
問
題
」

今
回
の
病
院
の
再
編
・
統
合
問

題
は
、
地
域
医
療
構
想
を
ベ
ー

ス
に
医
療
費
も
医
師
・
看
護
師

も
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
再
編
統
合
対
象
４
２
４
病

院
の
公
表
は
、
国
が
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
方
針
の
再
検
証
を

要
請
す
る
も
の
で
、
地
方
自
治

や
主
権
を
軽
ん
じ
た
暴
挙
で
す
。

地
方
の
中
小
は
ほ
と
ん
ど
該
当

し
、
地
方
創
生
と
真
逆
の
「
町

こ
わ
し
」
で
す
。
地
域
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、
再

編
統
合
リ
ス
ト
は
撤
回
を
求
め
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
水
準
の
医
師
確
保
や

長
時
間
労
働
を
解
消
し
、
住
民

参
加
の
地
域
医
療
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「今こそ！信頼できるリーダーを求める！！」

５月１１日、県評事務所を下記に移転する

ことになりましたのでご案内します。

新住所 ：〒420-0851 静岡市葵区黒金町 55

番地 静岡交通ビル 3 階

電話は以前と同じです。 054-287-1293

県評事務所移転のお知らせ

一コマ漫画


